
助言者研修会

自立支援型地域ケア会議の振り返り

助言者訪問について
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性別

令和４・５年度は約８割が女性
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年齢

後期高齢者が約9割を占める
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介護度

要支援１が約６割を占める
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要支援１

要支援２

事業対象者

要介護１
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38

23

1 (N=62)

令和５年度



世帯構成

約半数が独居の世帯 5
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独居

夫婦のみ

夫婦と子

本人と子

本人と子家族



モニタリングシート
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目標達成状況

令和４年度分 (N=57)

・達成と一部達成を合わせると約８～９割
・目標の部分達成はできている
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達成

一部達成（半数以上）

一部達成（半数未満）

未達成



助言の活用

・約８割が助言を活かせたと回答
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令和４年度分 (N=57)

48
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活かせた

活かせず

未回答



助言をプランに取り入れることができたか
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令和４年度分 (N=57)

• プランに助言を取り入れることができたかは「できた」と
「必要だが合意至らず」で半々だった。

• 「調整中」は直近でプランの見直しをした後だった、更新の時期が近い
ため、その時に取り入れるといった声があった。

39%

44%

17%
できた

必要だが合意至らず

調整中



助言者訪問の目的と内容

1. ケア会議で出た専門職の助言の実効性を高める。

2. ＣＭも同席することで、専門職の専門性を学ぶ機会
とし、ケアマネジメントの向上に資すること。
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目的

ケア会議で抽出した事例のうち、直接助言が必要と判断
し、ＣＭ・利用者の理解を得た事例に対し、ＣＭ同席の
もと、専門職が利用者に面接し、ＣＭにも生活環境の評
価及び助言内容の支援を行う。

内容
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